
GarageBand

日本の音階を使って旋律を作ろう
中学1年音楽

ICTを活用した学習場面とそのつながりを意識してみましょう

学習の目標 
　「ソーラン節」など日本の民謡で使われている音階を使って 
　　　　　　　　　　　　　　　旋律（メロディー）をつくろう。

B4 表現・制作

GarageBandを使うとできあがった作品を 
　　　　　　　　　　客観的に見返すことができます 
　児童生徒はピアノ演奏が上手にできないことで「創作」活動に苦手意識を持ってしま
うことがあります。GarageBandでは音の高さと長さを自由に編集することもできます
ので、必ずしもピアノ演奏して入力しなくても旋律をつくることができます。また、自
分の作品を客観的に見返して検討することができます。 
　下の画面からもわかるように直感的に曲を作り上げていくことが可能です。

文部科学省　「学びのイノベーション事業」実践研究報告書（平成26年）によって整理された学習場面

高遠中学校　音楽　伊藤佳代先生の実践をもとに推進センターで編集させていただきました

B 個別学習

A 一斉学習 B 個別学習 C 協働学習
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①民謡音階を使って旋律つくる「創作」の授業です。教師
は、最初の２小節の旋律と、続きの２小節の「旋律をつく
るリズム」を提示しました。生徒はピアノに合わせてリズ
ムを手で打ってみました。旋律は「レミソラドレ」の中か
ら選んで作ります。

②生徒は自分の願いや思いを大切に旋律を考えます。「中
間の高さの音をなるべく使って、落ち着いているけど元気
な旋律」にしたいとか「全ての音を使って、上がったり下
がったりする旋律」にしたいといった願いを学習カードに
書きました。

③教師から最初の２小節の旋律が演奏されているデータが
AirDropを使って生徒の持つiPadに配布されます。 
　続きの２小節の「旋律をつくるリズム」を、「レミソラ
ドラレ」の中から選んで学習カードに記入し、実際に演奏
しながら修正を行なっていきます。最後は「ラ」で終わる
ようにします。

④GarageBandで演奏してみて自分の願った音の動きに
なっているか確かめながらいろいろと試します。友だちに
も聞いてもらって感想を聞き、さらに修正をしていきま
す。 
　気に入った旋律ができたらGarageBandに録音します。 
　次の時間は、作品の発表会です。

教師から送られた旋律部分

ヘルプを押せば黄色のようなガイドが

音の高さは自由に変えられます

音の長さも自由に変えられます

（クオンタイズ） 

録音した音のタイミングを自動的に修正できます。リズムが正確に整えられます


